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治水対策の流れ

量的安全度の確保 危機管理対策質的安全度の確保

治水対策

・洪水時の河川情報の収集
・水災害の予防・防止
・地震対策
・津波対策



紀の川河川整備計画における　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　治水対策の視点

安全・安心安全・安心

効率性効率性 公平性公平性

環境への影響環境への影響



紀の川河川整備計画における
　　　　　　　　　　治水対策の考え方（1）

（１）　戦後最大規模の洪水（昭和３４年９月洪水）に　
　対して安全で安心してくらせる河川整備の実施

　　・戦後最大規模の洪水に対して人的被害を回避

（２）公平性のある河川整備の実施

　　・浸水頻度の上下流バランスを考慮しつつ、治水
安全度を向上



（３）効率性を考慮した河川整備の実施

　・戦後最大規模の洪水に対して洪水被害が懸念　
　される箇所において効率的な河川整備を実施

（４）環境への影響を考慮しつつ、河川整備を実施

　・環境への影響を考慮した河川整備を実施し、モニ
タリングを継続実施

紀の川河川整備計画における
　　　　　　　　　　治水対策の考え方（2）



２－２．目標流量流下時の

危険箇所の分析
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